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講演記録
秋季特別展示「スタインベックの広い世界」
盲 代市中山
学院で勉強していたころ、 この害ともう一冊、 「ス
タインベックと彼の批評家たち」 という研究書しか
ありませんでした。 リスカの書は私の修士号取得に
不可欠の名著でした。記して、彼に敬意を表したい
と思います。その後、 とくに1970年代のアメリカに
おける「スタインベック・ルネッサンス」以来、国
際スタインベック協会会長テツマロ・ハヤシ博士に
よる編著書をはじめとして何十冊という研究書ｶゴ出
版されてきました力罫、残念なｶｮら、今回の展示には
研究書を置く余地がありませんでした。
このたびの展示では、ほんとうに多くの人たちの
温かいご協力をいただきました。講演に先立ちまし
て厚くお礼を申し上げます。
まず、 カリフォルニア州カーメルで特にスタイン
ベックの外国における翻訳書を多く所蔵しておられ
るジェイムズ・ジョンソン氏は、 スタインベックの
ヨーロッパにおいて出版された作品、 とりわけ『月
は沈みい』の翻訳害を数冊、 しかも現在では入手不
可能な稀観書を含めて数多くの書を送ってくれまし
た。そのうちのデンマーク語の謄写版刷りの『月は
沈みい」版も第二次大戦中の遺物ではありますｶぎ、
貴重な出版物であります。ほかにも、朝鮮語版の
『怒りのぶどう』 も最近の大韓民国における翻訳動
向ｶゴわかり、貴重な資料であります。今後、大韓民
国で出版される翻訳害に目を光らせていきたいと思
っています。スタインベックの故郷サリーナスに住
んでおられるリチャード・ヘイマン氏からは、今年
のスタインベック・フェスティヴァルのポスターを
寄贈していただきました。 これは従来のものよりも
優れた出来栄えで、大いに見る人の目を楽しませて
くれるものであります。サンノゼ・ステイト大学の
スタインベック研究センター所長、スーザン・シリ
ングロー氏は、映画「エテゞンの束」のポスターの入
手にあたって古書店に連絡をとって〈ださり、書店
からは、 カタログカゴ届きました。 ジェイムズ・ディ
ーンとジュリー・ハリスの写真は展示全体にひとき
わ華を添えました。 「展観目録」の表紙の写真は、
1984年秋に、 イレイン°スタインベック夫人から私
に直接贈られたものであります。写真の台紙に書か
れてある夫人のサインにまで目力罫届かないでしょう
が、 「スタインベック書簡集」にある彼女のインス
クリプションとともに、それは私にとって一生に一
度の記念になるものであります。
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さて、 このたびの講演は、 「特別展示」にかかわ
るものでありますから、 スタインベックの書いた本
についてお話しすることにいたします。
彼は生涯三十数冊の本を発表しましたが、 その作
品の表題の多くに、 「地名」を使うか、 シェイクス
ピアやブレイクなどの詩の一節から「引用」 してい
る場合が多いという特徴ｶずあります。
地名を使った作品の例をあげますと、処女作の
「スタインベックの広い世界」 というテーマは、
じつは、 スタインベック研究の先駆者ピーター・ リ
スカの研究書ZｿzGWMeWひγ〃”ﾉﾋ)〃〃S彪加6Ech
(1958)の表題から借りたものであります。私が大
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『黄金の杯』 （1929）はパナマの異名のひとつであ
り、 この大海賊ヘンリー・モーガンの物語における
パナマは「新約聖書」の「黙示録」において糾弾さ
れているバビロンと同じく、堕落と退廃の都の象徴
となっています。
第二作の『天の牧場』 （1932）は、 「コラール・デ
・ティエラ （地の牧場)」 という山間の谷間のこと
で、スタインベックの故郷サリーナスの近くにあり
ます。スタインベックはこの作品において、その美
しい谷間が登場人物にとっては、アイロニカルにも、
夢の崩壊の場所となるように描いているのです。こ
の作品は12章から成り、長篇小説のようであります
が、シャーウッド・アンダスンの『ワインズバーグ
・オハイオ』 （1919）に類似して、短篇小説集とも
みなされうる作品であります◎スタインベックはこ
マイクロミノズム
のコミュニティをアメリカ合衆国の「小宇宙」 とし
て描いています。 この小説におけるスタインベック
のメッセージは、 自然美に憧れてこの土地（新大
陸）にやってきて住みついた人びと （入植者たち）
にみられる夢は、 じつは、実現不可能な幻想である
ということであります。 「天の牧場」に住む人びと
は、 自分自身力ざすでに堕落した人間であり、文明悪
に毒されていることを感知せずに、そのような文明
悪を知らず知らずのうちに「天の牧場」にもちこみ、
それぞれの幻想のなかで、あるいはそれぞれ力:夢を
求めて生きていますが、結局、多くの人びとは新規
まき直し （再生）のためにこの土地を立ち去らねば
ならない運命にあります。表題どおりの楽園を想起
させる「天の牧場」は、住むのにふさわしいパラダ
イスというよりはむしろ、そこに住む人たちの夢を
崩壊させる「呪われた」土地なのであります。
『トーティーヤ・フラット」 (1935) というパイ
サーノ （メキシカン・アメリカン） を描いた作品は、
『キャナリー・ロウ」 （1945） と同じく、カリフォ
ルニア州モントレーの一地域を指して作家が名づけ
たもので、前者はメキシカン・アメリカンたちが多
く住んでいる地区であり、後者は、 イワシの缶詰工
場の建ち並ぶモントレー湾の海岸沿いのオーシャン
・ヴィユー・アヴェニューという通りにスタインベ
ックがつけた名称であります（いまでは、キャナリ
ー・ロウのほうがモントレー市によって認知された
正式呼称になっている)。 トーティーヤはトウモロ
コシの粉でつくったクレープ・のようなもので、 ここ
に住む人びとのいわば主食であります。 この小説で
は、パイサーノたちの明るく楽しい人生の一こま力ざ、
文明化されたアメリカ合衆国とこの小説の地域と対
比されつつ、 「アーサー王の死」を坊佛とさせるフ･
ロットに乗せて、面白おかし〈語られています。
次いで、その表題が詩などの一節から引用されて
いる例をあげますと、 「疑わしき戦い」 （1936)、 『は
つかねずみと人間」 （1937)、 『怒りのぶどう』
（1939)、 「月は沈みい」 （1942）は、それぞれジョ
ン・ ミルトンの『失楽園｣、 ロバート ・バーンズの
「はつかねずみに寄す｣、 ジュリア・ウォード・ハ
ウの「共和国賛歌｣、 シェイクスピアの『マクベ
ス」からの引用です。 「燗々と燃ゆる」 （1950）はウ
ィリアム・ブレイクの「虎」 という詩から、 『エデ
ンの東』 （1952）は旧約聖書の「創世記」から、 「わ
れらが不満の冬」 （1961） もシェイクスピアで、 『リ
チャード三世」の冒頭からの引用であります。 これ
らの引用力罫諸作品の主題と深くかかわっていること
は一目瞭然であります（ハンドアウト参照)。
"D""0"sBtz"ん（｢疑わしき戦い』）
InnumerableforceofSpiritsarm'd
Thatdurstdislikehisreign,andmepreferring,
Hisutmostpowerwithadversepoweroppos'd
IndubiousBattelonthePlainsofHeav'n,
Andshookhisthrone.Whatthoughthefield
belost？
All isnotlost; theunconquerableWill,
Andstudyofrevenge, immortalhate,
Andcouragenevertosubmitoryield:
Andwhatiselsenottobeovercome？
-JohnMilton
彼等［鎧へる無数の天使軍］は
彼の代を厭ひ、我を選びて、
敵力もて彼の極力に当り、天の
原にて勝敗わかぬ戦ひに高御座を
揺がせり。負け失すとも何かあらむ？
総ては失せず－不抜の意志、
復讐の熱意、不滅の憎悪、並に
屈せず譲らざる勇気、 さて
この他に打ち勝ち難きものやある？
『失楽園』 （繁野天来訳）
α〃雌α"〃〃ど〃 （｢はつかねずみと人間』）
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（｢喜びの城」の意で、アーサー王伝説の英雄ラー
ンスロットの居城にちなんだ呼称） を撮影しにいっ
たときの記録であります。 この時には、 当時、ニュ
ーヨーク市立大学にて研究しておられた本学商学部
教授横田茂先生に大変お世話になりました。 イレイ
ン夫人ｶ弐自宅で会った日本人は、横田先生と私ｶﾇ初
めてであったはずであります。その後、サリーナス
をはじめとして、サンフランシスコ、 ロサンゼルス、
ニューヨークなどで、一時的にせよスタインベック
が生涯にわたって住んだことのある家々を訪ね、 ビ
デオや写真に収めてきました。いわば、 これはアメ
リカ合衆国におけるスタインベックの世界を求めて
の旅であります。なお、 このビデオの制作には本学
視聴覚教室事務室の大谷一宏氏のご協力をえました
ことを記して感謝したいと思います。
スタインベックの広い世界は、第二次世界大戦中
に戦争協力の一環として書いたレジスタンス小説
「月は沈みい」によって一段と広くなりました。 こ
の作品は劇小説と呼ばれ、小説と戯曲の中間形式で
言かれていたために、脚色が容易で、 ヨーロッパ各
地で上演されました。 占領下のオランダでは、ひと
り芝居に脚色され、秘かに上演されたとのことであ
ります。つまり、 「月は沈みい」はレジスタンス運
動の教科書的存在だったわけであり、今回展示され
ているテ，ンマーク語版のような謄写版刷りの海賊版
も出まわっていたのであります。 この小説はロシア
でも、中国でも翻訳されましたが、 日本では戦後ず
いぶん経過した1953年になって、 10年遅れでようや
く出版されました。
作家スタインベックは小説だけでなく、 ノンフィ
クション、エッセイ、中世英語版の『アーサー王の
死」の現代語訳、劇小説(play-novelette)、戯曲、
映画台本というふうに、多岐にわたった仕事をしま
した。 しかし、彼の作品の底流にあるものは一貫し
て、 スペインの作家セルバンテスの「ドン・キホー
テ｣、およびマロリーの『アーサー王の死｣、 そして
聖書であったといえましょう。彼は子どもの頃から、
このような騎士道精神の勇気と英雄的な姿に魅了さ
れていたのです。 「書くのに値するのはヒーローの
みである」 とつねに言っていたほどでした。 1930年
代においては、 『怒りのぶどう』のジョード家の人
ビテゞオ「スタインベックの家を訪ねて」 （次の写
真や映像が収められている｡）
1）スタインベック・ハウス（サリーナス）
2）スタンフォード大学学生寮・エンシナホール
3） フォールンリーフ・ロッジおよびタホ湖
4）サンフランシスコで借りたアパート（2箇所）
5） ロサンゼルス近郊イーグルロックの家
6）パシフィック・グローヴの家々 （2箇所）
7） ロサンゼルス近郊モントローズの家
8） ロス・ガトスの家(1936-38)
9） ロス・ガトスの家（1938 43）
10)ニューヨークの家々 (3箇所）およびホテル
ぴとのような貧しい人びとカゴヒーローだったのです。
では、最後に自作のビデオ（約20分） を観ていた
だきたいと思います。 これは1984年夏にサリーナス
で開催された第2回スタインベック国際会議に参加
する半月前に、 イレイン・スタインベック夫人の快
諾をえて、ニューヨークのロングアイランド先端部
のサグ・ハーバーにスタインベックが購入した別荘
を訪れ、そこに彼が建てた書斎"Joyus Garde"
・ベドフォード
11)サグ・ハーバーの家（イレイン夫人との対話
を含む）
12）ニューヨークのタワー・イースト （高級アパ
ート）
13)スタインベックの葬儀が執り行われた教会
14)スタインベック家の墓（サリーナス）
ご清聴あり力雰とうございました。
〈なかやまきよし 文学部教授＞
この講演は、平成8年度図書館秋季特別展「スタインベッ
クの広い世界土にちなみ、特別講演会として平成8年10月
30日に開催したものである。 〈図書館＞
スタインベック・ハウス（生誕の家）
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